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利
別
通
り
改
良
舗
装
工
事
延
長

1
2
3
M

幅
員

8

M
、
交
通
広
場
、
面
積
2
、
0
0
0
一

平
方
灯
、
十
一
月
末
完
成
予
定
。
総
工
事
貸

6、

3
5
5
万
円
。
旧
国
鉄
瀬
棚
線
に
よ
り

分
離
さ
れ
て
い
た
南
北
市
街
地
を
結
ぶ
。

4
司

企南団地公営住宅建設工事 改築 7年計画 2年次、 l種 3L 0 K 4 

I 戸。 2種 3L 0 K 6戸。同 2L 0 K 2戸。 11月25日完成予定。

!総工事費15，647万円。水洗トイレが完備され、本年度から 1階、

: 2階の聞が簡易耐火構造に改善されている。

豊
田
左
3
号
線
道
路
改
良
工
事

延

長

5

一

2
6
M
、
幅
員
6

5

M
。
工
事
費
3
、

一
6
0
0
万
円
。
+
一
月
末
完
成
予
定
。
一

一
来
年
度
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

0

4
句

、
も、

ヘ

ま来定下 2濁
す年 。部 6JII 
o度上エ if橋
の部+、架
完工ー幅換
成は月員エ
が製末 5事
待作完 ー
た の成 5
れ":.予 if

企種JII小学校屋肉体育館改築工事 鉄骨造り一部鉄筋コ:

ンクリート造り、総面積 654平方tz、総工事費 12，747: 

j万円。 11月 15日完成。学校開放事業等にも使用が予定 l

されています。

本年度A-Cの 3コース、エプ企

リフト(二人乗り)が整備され

円。12月末完成予定。地域住民の l

場の拡大と地域経漬の振興の菌からも、一日も;

な建設工事

画にこ柑設は住
しのと円、、み私

まぽし整経生よた
しるも備l済:舌くち
た建約充基環すの
が設 二実 盤境る町
、事十を、、たぷ

初 業 八 柱 社 教 め よ
冬を憶に会育町子
を計円、福施でを

P 
む

〈

の-一
ア
万
洋

¥

一

ベ

凹
実

1

事
由
開
充
寸

工
お
叩
の
hu

設
回
約
設
口
一

童

1
費
施
司

一

切

動

市

山

吉

一
点
配
れ
持

キ
サ
H

年
一
が
一

ス
2
本

工

周

一

カ
酌

J

ト
ト
相
一

リ
ン
す
ク
ー
、

ピ
ロ
ま
レ
写

ーとしのおも

迎
え
て
工
事
は
急
ピ
ソ
チ
、

u
約
百
億
円
余
り
の
国
・
道

岨
資
導
入
卒
業
と
合
わ
せ
、

北
部
桧
山
内
中
心
農
業
都

市
と
し
て
大
き
く
生
ま
れ

変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
も
な
建
設
工
事
を
写

真
で
み
て
み
ま
し
ょ
う。

南栄輯特改四種工事(南栄町 田代韓)
簡易舗装延長 187 ~; ， 幅員4広、片伊l歩道 2

: :;が確保されていますo 9月20日完成@工
!事責 608万円。やすらぎとうるおいのある:

:道づくりと日整備されました回 } 

ノ

ノ

と々
ー

さ 生 事 if改 美
れ活費 。良利

環 7歩 3河 l

境、道 7 ス;

改 4幅 2キ
善|員 M l 
の 7 3 、場 i

た 万 If舗 線 j
め円が装道
の 。特 3路

道十長 2改
づ二に日良 ;
〈月な if舗 :
り末つ、装

と完て幅工
し成い員事 :
て予る 5
整定 。・延
備。エ 5長

‘ 一

!へき地教育住宅(八東〉新築工事 l樺 l戸

!面積84平方江。 10月 14日空成。

工事費 1，076万円 l 

一品温 了 二二 一一
.坪田綿道路改良新設工事 延 長196::':(うちsH:.:坪田橋}幅員6.5拝。 工事費 l

5，600万円、 12月日日完成予定。本年度は槽曜下部工と道路政良のみ。

1来年度上部工と舗装工事が予定されています。

j今金町輯音公園建世工事 給水工事5ケ所 ( 100 ::.: ) 仕事場 l ケ所、 韓路290~色
i託、駐車場300平方布、パーゴラ l基、植栽工事補助・単独骨1，460本、寄贈 i
タテ137本が植載されました。工事責5，510万円、"月末完成予定。町の曹の 1

1場、イベント合唱として平成 4年度の完全完成が持望されています.



誕会奉仕と社会敏

育@鍍興に息刀

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
が
菊
花
か
お
る
十
一
月
二
日
岡
町

民
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
関
係
者
多
数

出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
善
行
表

彰
の
玉
名
町
方
で
す
。
村
本
町
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
賀
状
と
記
念
品
を

伝
達
、
長
年
内
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。
(
横
浜
市
在
住
の
高
林
タ
エ
コ

さ
ん
は
都
合
に
よ
り
欠
席
)

受
賞
者
を
代
表
し
て
上
田
茂
さ
ん

丸
々
木
っ
て

頭
配闘牛
わ
が

家

へ

お
盾
屋
さ
ん
ご
っ
こ
や

ヲ
ヤ
ガ
イ
モ
@
研
究

美利河小学校

発

襲

美
利
河
小
学
校

(
四
年
丸
山
明
子

き
ん
一
名
)
で
は
、
児
童
一
人
の
た

め
他
校
の
よ
う
な
学
習
発
表
会
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
十
月
三
十
日
、

部
落
の
人
や
先
生
の
奥
さ
ん
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
一
緒
に
，
ぉ
庖
や

さ
ん
ご

っ
こ
。
他
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
花
石
季
節
保
育
所
の

児
童
五
名
と
部
落
の
人
十
二
名
、
槍

山
支
庁
教
育
指
導
王
事
や
遠
藤
教
育

長
等
も
見
守
る
中
、
ま
ず
、
ご
ん
き

つ
ね
と
題
し
て
紙
芝
居
を
し
ま
し
た
。

~手子会表彰式J 並 fj 1"-札賓ヨ/tI! 
か
ら
「
大
半
が
古
稀
を
過
ぎ
、
社
会

の
第
一
線
を
退
き
ま
し
た
が
、
高
齢

化
社
会
的

一
員
と
し
て
、
自
重
自
戒

し
な
が
ら
今
後
も
社
会
の
た
め
に
つ

く
し
た
い
。
」
と
の
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

引
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
長

い
間
の
苦
労
話
や
恩
い
出
を
語
り
合

い
、
受
賞
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い

日
進
高
原
模
範
牧
場
に
預
託
さ
れ

て
い
た
預
託
牛
が
十
月
二
十
五
日
、

途
中
出
産
な
ど
で
戻
っ
た
牛
を
除
く

百
四
十
頭
が
五
ヵ
月
よ
り
に
わ
が
家

に
戻
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
き
わ
や
か
に
広
が
る

秋
晴
れ
の
下
、
各
若
牛
が
パ
ド

Y
7

に
集
め
ら
れ
、
牛
肉
首
に
下
げ
ら
れ

た
番
号
札
を
見
て
、
飼
い
主
が
身
元

(e • 

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

各
若
牛
は
い
ず
れ
も
丸
々
と
太
っ

て
倍
近
く
に
な
り
、
飼
い
王
も
満
足

そ
う
で
し
た
。
そ
し
て
次
々
と
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
‘
広
い
牧
野
を
後

に
し
ま
し
た
。

(
絵
十
枚
は
明
干
さ
ん
作
成
)
つ
づ

い
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
研
究
発
表
を
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
①
原
産
地
か

ら
日
本
に
ど
う
や

っ
て
入

っ
て
き
た

か
②
育
ち
方
と
特
性
③
表
面
の
観
察

④
地
下
茎
と
根
の
ち
が
い

:
i
等
七

羽
に
わ
た
る
詳
細
な
研
究
成
果
を
堂
々

と
発
表
し
関
心
と
た
く
さ
ん
の
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。
引
続
い
て
、
お
庖

や
さ
ん
ご
っ
こ
が
始
ま
り
‘
明
子
さ

ん
が

一
輪
車
に
乗
り
大
売
り
出
し
の

バ
レ
ド
、
そ
し
て
集
ま

っ
た
人
に

あ
ら
か
じ
め
用
意
作
成
し
た
お
金
を .uの受賞者.左から荒井さん、山本さん..，買さん、上回さん

ま
し
た
。

各
受
賞
者
の
功
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

-
上

田

茂

さ

ん

問

種

川

・
黒

須

峰

三
郎
さ
ん

m附
川

・
山
本

正

太

郎

さ

ん

側

鈴

岡

多
年
に
宣
り
民
生
児
童
委
員
と
し

て
地
域
住
民
的
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
的
指
導
者

と
し
て
地
方
自
治
的
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
.

-
高
林
タ
エ
コ
さ
ん
閥
横
浜
市

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
多
額
の
浄

財
を
故
高
林
庸
一
氏
の
遺
志
に
よ
る

も
の
と
し
て
寄
附
さ
れ
、
高
林
文
庫

基
金
を
設
置
し
、
社
会
教
育
の
娠
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
.

-
荒
井
彦
五
郎
さ
ん
M
刷
昭
和
町

多
年
に
亘
る
金
品
の
寄
附
は
、
社

会
福
祉
の
向
上
と
学
校
教
育
の
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

N
7
7
女
艦
職
員
ガ

愛
遺
愛
金
街
頭

軍事

発

N
T
T
今
金
営
業
所
レ
デ
ィ
ス
フ

ォ
ラ
ム
八
名
が
、
半
て
ん
姿
で
好
天

に
恵
ま
れ
た
十
一
月
十
一
日
の
畳
ど

き
、
同
所
前
国
道
で
交
通
安
全
キ
ャ

配
り
、
円
H

物
や
ゲ
ム
、
そ
の
ほ
か
食

堂
で
は
、
今
金
産
的
カ
ボ
チ
ャ
や
ジ

ャ
ガ
イ
モ
に
片
梨
粉
を
浪
ぜ
た
ダ

ン

ゴ
を
焼
い
て
鎚
供
し
て
、
大
変
昧
が

良
い
と
評
判
を
得
て
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
を
や
る
た
め
に
明
干
さ

ん
は
、
手
製
の
チ
ラ
ン
二
回
を
部
落

に
配
り
出
席
を
と

っ
た
り
、
ま
た
来

て
い
た
だ
い
た
人
逮
が
楽
し
め
る
よ

う
先
生
た
ち
と

一
緒
に
工
夫
、
心
配

り
を
し
な
が
ら
自
分
も
楽
し
み
、
ま

た
参
加
何
人
達
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

明
子
さ
ん
は
、
自
然
環
境
に
も
恵

ま
れ
、
名
前
め
よ
う
に
明
る
く
の
び

の
び
と
成
長
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

題議演奏。合唱を銭露

今
金
町
総
合
文
化
祭
実
行
委
貝
会

主
催
の
楠
山
管
内
郷
土
芸
能
祭
今

金
音
楽
ま
つ
り
が
十
一
月
十
二
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ

l
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

地
元
今
金
町
を
は
じ
め
北
楠
山
町

江
差
町
、
厚
沢
部
町
お
よ
び
大
成
町

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統

~ • 
ン
ペ
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

国
道
の
両
側
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ

バ
に
交
通
安
全
の
パ
ン
フ
レ
ソ
ト

や
テ
イ

y

ン
ュ
の
ほ
か
、
今
金
産
米

「き
ら
ら

3
9
7
」
で
つ
く

っ
た
、
お

に
ぎ
り
百
五
十
パ

Y
7
(ニ
ニ
入
り
)

を
配
り

「
交
通
安
全
に
し
引
を
つ
け

体
白
砂
時
圃
予
告
怠
し

@
火
災
訓
練
を

今金小学校

襲

趨

今
金
小
学
校
で
は
、
秋
の
火
災
予

防
週
間
に
ち
な
み
、
十
月
二
十

一
日

今
金
消
防
支
署
の
協
力
の
も
と
火
災

1
 

4
 

[
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芸
能
や
郷
土
に
根
ざ
し
た
芸
能
を
披

露
し
あ
い
、
お
互
い
の
芸
を
磨
き
あ

げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
町
民

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
骨
金
狩
場
太
滋
を
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
に
各
々
八
つ
の
各
町
特

色
あ
る
太
鼓
の
競
演
ほ
か
、
大
変
め

ず
ら
し
い
伝
統
芸
能
的
富
栄
鹿
子
舞

踊
剛
)
が
損
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
今
金
音
楽
ま
つ

り
で
は
、
種
川
小
学
校
、
今
金
中
学

校
内
器
楽
誠
奏
、
楠
山
北
校
女
戸
コ
ー

ラ
ス
、
コ
ー
ル
マ
ミ

l
の
合
唱
な
ど

次
々
に
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
を
埋
め
た
観
衆
は
、
熱
心

に
聞
き
入
り
、
一
曲
終
わ
る
ご
と
に

盛
ん
な
拍
手
を
お
く
る
な
ど
、
大
変
、

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

て
」
と
、
ソ
フ
ト
ム
ー
ド
で
岬
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
か
地
域
に
根
ざ
し

た
N
T
T
を
目
指
そ
う
u

と
、
年
聞

い
ろ
い
ろ
な
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
計

画

-
活
昭
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
.

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
①
事
前
予
告
な
し
②
併
設

の
給
食
セ
ン
タ
ー
も
初
的
て
参
加
③

教
師
と
児
童
が

一
緒
に
い
な
い
休
み

時
間
に
行
、
っ
と
云
う
初
め
て
の
試
み

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
火
災
を
告
げ
る
ベ
ル

と
放
送
が
あ
っ
て
か
ら
二
分
一二
十
秒

で
全
員
が
指
定
さ
れ
て
い
る
避
雛
場

所
へ
行
き
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
担
任

の
先
生
の
確
認
を
得
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
今
囲
内
訓
練
を
振
り

返
り
、
多
少
の
お
し
ゃ
べ
り
や

一
部

の
児
童
が
教
室
へ
戻

っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
け
ど
、

緊
張
感
の
中
で
わ
り
に
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
た
。
こ
れ

は
、
避
難
場
所
や
心
得
等
、

事
前
向
指
導
が
良
か

っ
た

か
ら
で
は
と
話
し
て
お
り

ま
し
た
。

今
金
町
か
ら
火
災
を
無

く
し
た
い
も
の
で
す
。
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多

彩

な

作

品
に

に

む

日
一ご
一ろ
一の
一努
力

じ

幸A に

今
年
で
第
二

十

一
月
三
日

し
む
、
町
内

十
回
を
迎
え
た
、
総
合
文
化
祭
が
総
合
体
育
館
を
メ

か
ら
三
日
間
賑
や
か

に
開
催
さ
れ

「芸

術

文

化

外
的
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
楽
し
み
ま
し
た
。

ー
ン
会
場

の
枚
」
に

応品誠司陸将究畠
@ 

4 
Z 句俳 、、E、、『一

美利，可i海牛化石

ft 

口問団民主fZ1h|
円同日 r iE 

，、
ー

t吋ぃ二戸

総
特別出品

仙境のピリカ温泉

ミ』ーー
押花

i歯 車室
町内外のすばらしい

作品の出展がありました

色実発一能一芸一
『
』
一

ー
ガ
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V
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キたもレ事
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昨年11月に発会、初めての出展で Lた。

森山美樹さん(教育大学釧路分校4年)

の特別出展

演歌をしっとり
聞かせてくれま Lた

文4包録芸能発!



自
国
産
物
@
即
売
と

「きらら397Jに人気

米
@ 

宮古
食
会

今
金
町
労
農
連
絡
会
時
間
(
謀
長
伊

東
正
さ
ん
)
で
は
、
十

一
月
五
目
、

今
金
町
総
合
文
化
祭
を
開
催
中
内
総

合
体
育
館
を
会
場
に
し
て
、
町
内
燥

産
物
の
品
質
、
味
の
良
さ
を
知

っ
て

も
ら
お
う
と
、
勝
産
物
の
即
売
会
と

米
の
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
産
物
の
即
売
会
は
、
町
内
で
取

れ
た
大
根
、
ゴ
ポ

l
、
長
イ
モ
等
六

種
類
の
新
鮮
な
野
菜
が
市
価
の
半
額

以
下
町
値
段
で
販
売
さ
れ
る
と
云
う

こ
と
で
、
時
間
前
か
ら
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
百
個
の

袋
は
、
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
、
買
え

な
か
っ
た
人
も
四
十
人
く
ら
い
で
て

が
っ
か
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
米
の
試
食
会
は
、
種
類
の

違
う
三
銘
柄
の
米
を
同
じ
条
件
で

用意 Lた農産物の袋がたちまち

売り切れる盛況でLた。
• • 

園
町幽
圏
圃
圃
圏

あ

の

山

豊
田
小
一
年

き

わ
た
な
べ

た
が
ひ
ろ

あ
き
の
山
は
あ
っ
た
か
そ
う
。

あ
か
や
き
い
ろ
や
き
み
ど
り
の

ジ
ャ
ン
パ
を
き
て
い
る
。

あ
き
の
山
は
オ
ン
ャ
レ
だ
な
あ
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

豊
田
小
二
年

会

e
今
戸
、

φ
U
Hリ

よ
し
ゆ
き

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ぴ
ょ
う
き
に
な

っ

、-。

千
九

た
い
い
ん
し
た
。

「や
っ
ぱ
り
う
ち
が
い
い
U

っ
た
。

と
し、

う
れ
し
か
っ
た
な
あ
。

開
校
九
十
周
年
を
迎
え
て

今

金

小

六

年

落

合

洋

介

僕
達
が
毎
日
通
っ
て
い
る
今
金
小

学
校
は
、
今
年
九
十
歳
を
迎
え
た
。

で
も
、
僕
達
が
九
十
年
も
の
伝
統
の

あ
る
学
校
に
通
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
あ
ま
り
、
ふ
だ
ん
の
生
活
か

ら
は
、
感
じ
ら
れ
な
い
。

九
十
年
と
簡
単
に
言
っ

て
も
、
そ

の
聞
に
、
校
舎
の
新
築
も
あ

っ
た
。
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(
4
4
を
と
ぐ
時
間
、
米
の
畳
、
水
町

量
)
ご
飯
を
作
り
、
容
器
に
各

一
個

づ
っ
三
個

(
握
り
奔
し
程
度
内
大
き

さ
)
を
の
せ
各
々
、
試
食
し
て

一
番

お
い
し
い
と
思

っ
た
お
米
に
番
号
を

記
入
し
て
も
ら
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
州
の
銘
柄
米
サ
サ

ニ
ン
キ
五
十
八
人
に
対
し
て
、
道
産

米
の
き
ら
ら

3
9
7
は
六
十
一
人
、

ゆ
き
ひ
か
り
は
三
十
六
人
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
道
産
米
の
エ

l
ス
と
し

て
期
待
さ
れ
、
今
秋
か
ら
出
荷
の
始

ま
っ
た
『
き
ら
ら

3
9
7
」
の
味
に

つ
い
て
は
、
サ
サ
ニ
ン
キ
と
変
わ
ら

な
い
、
む
し
ろ
上
回
る
野
怖
を
得
て

い
ま
ま
し
た
。
味
、
価
格
で
断
然
有

利
な
「
き
ら
ら

3
9
7
」
を

一
度
食

べ
て
み
る
価
値
が
あ
り
そ
う
で
す
。

。
十
J
当
た
り
価
格

-
サ
サ
ニ
ン
キ

・
申
き
ひ
か
り

5
、

6
3
0
円

4
、

1
3
0
円

・
き
ら
ら

3
9
7

4
、
3
0
0
同

一き
ら
ら

3
9
7
}
き
ら
ら

3
9
7

の
系
籍
を
た
ど
る
と
、
大
祖
父
に

「
コ
ン
ヒ
カ
リ
」
が
あ
る
。
こ
の
血

を
引
い
て
か
、
味
は
こ
れ
ま
で
の
道

産
米
を
超
え
、
か
内
地
米
。
に
対
抗

で
き
る
品
種
と
し
て
期
待
が
高
ま

っ

て
い
る
.
ま
た
、
名
前
も
近
藤
米
と

し
て
は
始
め
て
公
募
。
こ
れ
ま
で
の

道
産
米
町
イ
メ
ジ
を

一
新
し
よ
う

と
、
「
き
ら
ら
と
美
し
い
さ
ま
」
と

雨
も
り
が
し
た
り
、

旧

校

舎

は

、

柴

山

い
日
は
、
今
の
よ
う
な
吸
房
設
備
も

な
く
大
変
だ

っ
た
ろ
う
。
昔
向
学
校

同
椴
子
を
捌
べ
る
と
、
服
装
も
か
な

り
変
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
科
も

今
町
小
学
校
と
く
ら
べ
る
と
か
な
り

変
わ
っ
て
い
る
。
昔
は
、
鉛
筆
や
ノ

ー
ト
の
代
り
に
、
石
畿
や
石
践
を
使

っ
て
い
た
そ
う
だ
。
今
で
は
色
々
な

設
備
も
整
っ
て
い
る
の
で
、僕
達
は
、

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。

今
の
今
金
小
学
校
が
あ
る
の
は
、

昔
的
先
生
や
先
輩
逃
が
今
金
小
学
校

を
少
し
で
も
良
い
学
校
に
し
よ
う
と

努
力
し
て
き
た
か
ら
だ
。

こ
れ
か
ら

も
、
今
金
小
学
校
が
少
し
で
も
良
く

な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
百
年
、

二
百

年
と
続
い
て
い
く
よ
う
に
、
後
継
と

共
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

僕
達
は
、
あ
と
数
ヶ
月
で
卒
業
す

る
が
、
十
年
後
、

の
後
輩
た
ち
も
、

7G ーー
気 十
い年
つ後
は了

E里 い
グ〉

木

島

身tみ

ん

~ 

じ

「
み
ん
怠
の
広
場
L

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

町
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
ニ

ュ
ー
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

同
一

環
と
し
て
、

物
産
ま
つ
り
が
十

一
月
二
日
か
ら
同

七
固
ま
で
、
札
幌
丸
井
デ
パ
ー
ト
九

階
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

楠
山
竹
内
か
ら
今
金
町
を
含
む
四
町

が
特
産
品
の
出
展
を
し
ま
し
た
。

今
金
町
か
ら
は
、
今
金
男
し
ゃ
く

い
も
、
軟
白
長
ネ
ギ
、
ナ
メ
コ
、
日

進
カ
ン
パ
ニ
ュ
牛
舎
の
ハ
ム
類
、
ヤ

ツ
メ
ウ
ナ
ギ
パ
ン
夕
、
菓
子

花
石

凶

特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
の
鑑
賞
右

打
等
が
展
示
版
売
さ
れ
昨
年
を
上

附

回
る
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
え

・
d

町

期

間

中

、

「
さ
っ
ぽ
ろ
今
金

/
州

制

抑

卸

会

」
会
員
、
延

二
十

一
人
の

む

Ez---仕
方
々
が
半
て
ん
姿
で
お
手
伝
い

王

、

判

咽
r
d

}

引

を
い
た
だ
き
、
今
金
町
特
産
品

て

て

き

掛
畑

町
販
売
、
宣
伝
の
た
め
頑
張

つ

，

a
r
 

r
今
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら

-句

川

広
ソ
為
‘

υJ川鵬
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

叫
さ

ふ
る
さ
と
物
産
展
巴

『
寄
っ
慮
る
舎
金
会
』

ガ

廊

擾

い
う
愈
味
で
「
き
ら
ら
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
メ
ル
へ

l
ン
風
向
米
同

パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
入
れ
ら
れ
、
十
月
五

〕8
 

〔

日
発
売
開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
道

産
米
に
な
い
ハ
イ
ペ

l
ス
で
売
れ
て

い
る
そ
う
で
す
.
 

• • 
今
金
小
学
校
で

元
気
に
学
び
、
卒

業
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
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項 目 対象者 実施日 時 間 対草地区 実 施 会 場 備 考

l日{鎚 13 : (泊~ 町民センター 貧血に関すること

4目的 13: 00- 老人福祉センター 高血圧に関すること
① 成人病予防教室 成 人 一 般 全地 区

8日幽 10:∞~ 町民センター 高精血症に関すること

19日(刈 10: 00- 11 
母と干の健康づく りにl則
すること

4目的) 老人福祉センター

11日開) 町民センター
② 般 相 i車 全 1主 民 10: 00-15: 00 全地区 保健指導・健康相談

18日開) 老人福祉センター

25日明) 町民センター

11月の住す、再民る度健方検診
5日伏) 町民センター 尿検査・血液検査・心電図

③ 循環器検診(二次) を受け 9 : 00-17 :ω 全地区
査を要る方 6日付4 11 眼底田栄養指導田保健指導

④ ~l 児 相 談 生後6、9ヶ月児 7日制 畳付1l'11H1
全地区 H 保健指導13: 00-13: 30 

11日開 11 

l歳~ 受付時1111
だL.プラ ッンノグ指
導 7 "/ソ塗布。虫歯

⑤ 曲 科検 z昨a、 12日(刈 8 : 30-9: 00 全地区 " 進行止め
就学前幼児 13: 00-13: 20 

13日附 11 

⑥ 妊 婦 相 談 妊 婦 の 方 12日伏) 受付時IHl
全地区 H 

尿検査 JOI液検査由利指導
12: 45-13: 15 助産婦指樽栄接指時

⑦ 育 児 講 座 生後 3ヶ月児 21目的
畳付時間1

全地区 11 保健指導9 : 30-10 : 00 

③ 乳 児 健 きPか〆
生f主4、7、10、

21日付4畳付時1m
全地区 H 身体計測診保察他・曲科指導

12ヶ月児 12: 30-13 日0 栄養指場 指導

⑨ 股 脱健 量砂5ト 生桂2ヶ月と25
25日開) 13:∞-14 : 00 全地区 今 金保 健所 股関節X線姫影日以上向幼児

⑬ 無医地区巡回診療 神丘福祉館 26日(刈
受付時1111

全地区 神丘福祉館 診療科目 内科14: 30-15: 00 

一頃
姐
豆

一一活
パ

-v
町
税
の
最
終
納
期
は

十
二
月
二
十
五
日
ま
で

町
で
は
、
十
二
月

一
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
を
「
納
税
強
制
月
間
」
と

定
的
、
自
主
納
税
と
納
期
内
完
納
の

完
全
実
施
を
目
僚
と
し
て
お
り
ま
す
。

町
・
道
民
税
の
第
三
捌
と
国
民
随

康
保
険
税
の
第
六
期
分
の
納
入
は
も

う
お
す
み
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
‘
な
に
か
の
事
情
で
滞
納
に

な
っ
て
い
る
町
税
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

年
内
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
‘
こ
の
期
間
に
は
納
税
に
つ

い
て
の
}
」
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
税
務
課
徴
収
係
〉

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

届
出
を
忘
れ
ず
に
/f

i
 

横診を受けて明るい健康づくり

12月みんなの

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
ご
王
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
奥
さ
ん
は
、

「
第
三
号
被
保
険

者
」
と
呼
ば
れ
国
民
年
金
に
す
べ
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
保
険
料
を

個
別
に
納
め
な
く
て
も
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
役
場
の
年

金
係
へ
届
け
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、

役
場
の
年
金
係
に
備
、
え
付
け
て
あ
る

用
紙
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
.

な
お
、
届
け
出
後
に
、

①
ご
王
人

が
勤
め
を
や
め
た
と
き
②
ご
主
人
向

被
扶
養
者
で
な
く
な

っ
た
と
き
③
奥

さ
ん
自
身
が
他
の
年
金
制
度
に
加
入

さ
れ
た
と
き
(
勤
め
を
始
め
た
と
き
)

に
は
、
必
ず
役
場
内
年
金
係
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
ま
す
と
.
将
来
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
並
立
を
。

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
v

v除
排
雪
作
喋
に
ご
協
力
を

mwu

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路
上

組
事
が
あ
り
ま
す
と
、
除
排
冊
自
作
業

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
建
設
剤
師
維
持
係
v

v
小
児
科
診
療
の
お
知
ら
せ

町
立
国
保
病
院
で
は
、
毎
週
水
陥

• • 

社会福祉協議会だより l.11.11
誕光向車学園、J::/舟園、社会福祉協鵠会への多傾向

ご帯附ありがとうございま Lた敬林略)

一
+
月
二
十
八
日
、
右
の
・
非
緩
宜
曹
の
町
・
立
看
植
が
神
丘
神
社
倫
明
、
h
p

一美
利
河
バ
ス
停
織
に
立
て
」
つ
れ
、
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。一

描

18量以上25薩未描の冊子
b畳付期間

常時受付けてお IJ;ます
b初缶詰

ll5，8削円

b志願受付

自衛隊今金事集事務所
町曲目問

=自衛官を募集中=

b責

日
と
木
蝋
日
に
札
悦
医
犬
小
児
科
専

門
医
師
が
来
院
し
て
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
.

今
後
入
学
見
込
み
の
方
。

二
、
奨
学
金
月
額
一
五
、

0
0
0円

三
、
償
還
免
除

名
護
婦

三
年
以
上
勤
務
者

准
看
護
婦
二
年
以
上
勤
務
者

V
看
護
婦
・
准
看
護
婦
の

の
募
集
に
つ
い
て

町
立
国
保
病
院
で
は
、
次
的
要
領

で
看
護
婦
准
看
護
婦
を
募
集
し
ま

す。

戸
UZ

 

・
水
蹴
日
午
後
か
ら
診
療

・
木
附
日
午
前
中
と
午
後
三
時
草

(但
し
、
検
診
が
入

っ
た
と
き
は
午

後
か
ら
休
診
に
な
り
ま
す
J

マ
看
鑓
婦

・
准
看
纏
婦

の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

町
立
国
保
病
院
で
は
、
次
の
要
領

で
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

『己

一
、

対

象

者

現
在
、
看
護
(
准
看
)
、

学
校
へ
行

っ
て
い
る
方
、
ま
た
は
、

コ
し一一君"

一
、
募
集
人
員
五
名

二
、

年

齢

四

十

歳
く
ら
い
ま
で

三
.
給
与
等
今
金
町
職
員
給
与
規

別
に
よ
る
。

四
、
応
募
方
法

履
歴
舎
の
提
出
。

• 

1
 

0
 

1
 

〔

光町虫学問

伊藤純米所

境田藤士

側ナガワ

〈今金町〉

廿我井正道

今金保館所

今金町農輩協同組合

仁木幹夫

タナカ洋品庖

大企啓太郎

山北幸師

今野 伝

立成佼成金青年間l

〈大成町〉

長内しおり

回略幸二

〈七飯町〉

七匝韮謹学校PTA

〈北桧山町〉

尾野蝉吉

背木義絡所

包
括
に
よ
る
申
込
も
可
能
で
す
。

玉
、
連
絡
先
今
金
町
国
保
病
院
庶

務

係

へ

②

0
2
2
1

もわかち窃う翠せ'
みんなで明るいお正月を

歳東芝すけあいlこ皆醸のあ疋定か

いご協力を車願いします。

:画;。期間

12月1日~
12月30日まで

V
役
場
・
国
保
病
院
休
み
の
お
知
ら

せ年
末

・
年
始
は
次
の
と
お
り
休
み

と
な
り
ま
す
。
緊
急
用
務
の
と
き
は
、

警
備
只
に
申
し
出
く
だ
さ
い
.

月日 役 場 病 院

12月30日 平常通り 平常通り

31日

1月1日 全休

2日
全休

3日

4日

5日 全休

6日 平常通り

'v
水
道
の
謙
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
木
造
的
凍
結

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出
か
け

や
絞
る
前
に
戸
じ
ま
り
と
一
緒
に
水

道
的
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
@

万

一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か
ら

床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か
タ
オ

ル
を
巻
き
、
熱
泌
を
か
け
十
五
分
く

ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
水
が

出
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯
を
か
け
て
も

水
が
で
な
い
場
合
は
‘
次
の
水
道
指

定
業
者
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

・
光
生
電
気

商

会

②

0
1
5
5

・
小
山
設
備
工

業

②

2

5
7
4

・
佐
々
木

金

物

側

②

0
1
3
7

・
多
国
鉄
工
設
備
糊

②
0
1
0
8

・
北
栄
設
備

②
1
7
0
2

・
渡
辺
住
宅

設

備

②

2
6
5
4

〈
水
道
課
水
道
係
〉

〕-〔



可?で者あ12月の休日当番匡
今金町国保病院(今金)包②0221

平 病院(北桧山)包@)5011

柏崎病院(瀬棚)宮⑦3021

北桧山町国保病院(北絵山)合④5321

今金町国保病院(今金)ft②0221

富田医院(今金)怨②0324

31日は午前中町みの診療となります

3日

23日

24日

31日

10日

17日

。*'~"*。令 住民の動態今ややや
在

前月対比

(-9 ) 

(-4 ) 

(-5 ) 

(:t 0 ) 

現

7，985人

3，877人

4，108人

2，499世帯

末月10 

人口

男

女

世帯数

。
問おたんじようおめでとう

油谷未理¥ 10月 6日(久江長女)末広町
I，t炉J也今

柴田 武光'、 10月17日 (良雄三 2男)日の出町

姥名 純 哉、 10月20日(春幸弘長男)上極川

寺崎桂惨な 10月25日(康史江長男)商工団地
ひ，や

伊藤 宏弥、 10月31日(幸作さん 2男)神丘高古

治国 主t<:'、11月 1日(伸之江長女 )λ車富の下

飴谷 a-号、 11月 1日 (公治九長女)南 町

豊
田
小
で
は
、
+
月
二
十
四
日
交
通
安

全
指
導
を
兼
ね

τ、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

唱

似
て

編
一
集
一後
一記

V
今
年
、
最
後
の
広
報
紙
を
お
届
け

し
ま
す
。
こ
の

一
年
問
、
原
稿
の
寄

悶いつまでもお Lあわせに

% 買手 都史さん(凡束中央)一川股美佐子五(厚前田町)

% 八重樫稔明さん(大 和町I~木村 利恵なl函臨市)

%立野英樹な(E ノ τ)~五十嵐恭子山面 酷市)
l治 山口 哲也、(療昇I~杉村祐子な(函臨 市)

八幡町

鈴岡第二

中 花 石

下貨問

中ト マンケシ

。 おくやみもう Lあげます

山北わき な 10月22日 86歳

鈴木ミサヲ ~Á 10月24日 87歳

山口 トクな 11月 6日 93歳

津田 九郎さん 11月7日 81歳

成田 修 生さん 11月10日 81歳

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
O
A
1
4
l
A
l

番

/
人

〕2
 

〔

運
転
申

込

町

可

愛
娘
ち
ゃ
ん
に

d
広

t

l

闘
を
や
る
な
、
そ

こ

か

ら

食

理

子
供
が
と
び

で

る

ぞ
/
:
若

一
末
広
町
若
君
舎
で
は
、
一
人
ひ
と
り
遭
う

-
空
通
安
全
槽
悟
入
り
の
立
看
祖
+
枚
を
町

-
内
に
立
て
、
事
故
啓
曹
を
し
て
い
ま
す
。

稿
や
取
材
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

-v子
供
は
、
統
的
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
い
ろ
ん
な
体
験

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
先
日
、
中
一

に
な
る
息
子
が
、
農
家
的
友
達
の
家

に
遊
び
に
行
き
、

一
家
総
出
の
牛
の

お
産
の
手
伝
い
を
し
、
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
牛
が
懸
命
に
歩
き
出
し
、

壁
に
ぶ
つ
か

っ
て
は
転
び
、
ま
た
歩

く
姿
を
見
て
感
動
し
て
帰
っ
て
来
ま

し
た
。

'v
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
今
年

は
良
い
年
で
し
た
か
?
心
に
感
動
す

る
で
き
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
か
?
く

る
年
は
、

一
つ

で
も
、

二
つ

で
も
心

に
感
動
す
る
よ
う
な
-
』
と
に
出
会
う

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

V
年
来

年
始
に
は
寸
火
の
元
」
や
寸
盗
難
」

「
悪
質
な
訪
問
販
売
」
ま
た
、
雪
道

の
運
転
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付

け
下
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


